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  上記の課題を把握するため、以下の調査を組み合わせて課題の研究を行った。 
研究方法１：日本オストミー協会役員との面談(2016年 5月,12月,2019 年 6月) 
研究方法２：トイレ現場調査(2008年 9月～2019年 7月) 
研究方法３：郵送によるアンケート調査(2015 年 9月～10月) 

























ーが 65％を占め、性別では、男性 56.6%、女性 43.4%で、男性回答者が多かった。また年代
























図３ 多機能便房、一般便房利用者の属性別内訳 図４ マーク認知度とトイレ利用意識等 
第五章 便房内行為の実態と整備課題 
 オストメイト対応トイレを日常使用するオストメイトがトイレ内で行っている行為の比



















入欄には「汚物流し」に関連するコメントが 44 件、「棚」について 23 件、「紙巻器」がな





























































































































そこで以下の要件を追加したい。       図 10 オストメイト用設備機能配置例 
・オストメイト用設備に追加配慮する要件(普遍的で最低限の条件) 
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